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田
中
康
夫
氏
の
知
事
就
任
で
大
胆
な
改

革
が
進
む
長
野
県
。県
庁
に
足
を
踏
み
入

れ
る
と
職
員
が
笑
顔
で
挨
拶
。県
内
の
空

気
同
様
、さ
わ
や
か
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
財
政
難
が
叫
ば
れ
る
地
方
自
治
体
だ
が
、

長
野
県
も
例
外
で
は
な
い
。2
0
0
3
年

2
月
に
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、

県
庁
全
体
で
財
政
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。I
T
活
用
に
お
い
て
は
事

務
職
員
が
担
当
し
て
い
る
業
務
を
I
T
化

で
効
率
化
で
き
な
い
か
、そ
し
て
稼
働
中

の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
本

当
に
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
出
し

て
い
る
か
と
の
見
直
し
を
進
め
る
な
か

で
、特
に
情
報
化
調
達（
基
本
要
求
書
の

策
定
か
ら
運
用
ま
で
）部
分
の
適
正
化
が

課
題
と
さ
れ
た
。そ
こ
で
、こ
の
部
分
へ
の

専
門
家
の
活
用
に
踏
み
き
っ
た
。 

　
庁
内
情
報
化
を
所
轄
す
る
企
画
局
情
報

政
策
課
は
、専
門
家
と
し
て
、
ま
ず
I
T
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。長

野
県
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
協
議
会
・
代

表
幹
事
の
荒
井
綏
氏
に
相
談
を
も
ち
か
け
、

同
I
T
C
組
織
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
村
田

茂
之
氏
、宮
下
重
美
氏
、関
信
一
氏
の
4
名

に
、シ
ス
テ
ム
調
達
監
理
の
業
務
を
委
託

す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

　
 

調
達
面
で
の
 

最
適
化
を
目
指
す
 

　
荒
井
氏
ら
が
平
成
15
年
度
に
監
理
を
担

当
し
た
の
は
県
庁
各
担
当
部
署
お
よ
び
県

機
関
内
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
、新
規
開
発

お
よ
び
改
修
が
5
件
、シ
ス
テ
ム
の
保
守
・

維
持
が
8
件
の
合
計
13
件
。 

　
委
託
業
務
内
容
に
つ
い
て
、長
野
県
企

画
局
情
報
政
策
課
の
米
沢
義
孝
主
任
企
画

員
は「
大
き
な
案
件
を
優
先
に
、調
達
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る〈
基
本
要
求
書
作
成
〉〈
シ

ス
テ
ム
仕
様
書
作
成
・
設
計
額
積
算
〉〈
シ

ス
テ
ム
開
発
〉〈
開
発
完
成
〉〈
運
用
開
始
・

保
守
管
理
〉の
各
段
階
で
助
言
を
い
た
だ

き
ま
す
が
、案
件
に
よ
っ
て
は
５
つ
の
段

階
の
う
ち
か
ら
一
部
を
選
択
し
て
委
託
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」と
説
明
す
る
。担

当
職
員
が
作
成
し
た
基
本
要
求
書
や
シ
ス

テ
ム
設
計
書
を
評
価
し
た
り
、仕
様
や
積

算
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
の
が
主
な
役
割

だ
。 

　
例
え
ば
税
務
課
の
税
務
電
算
シ
ス
テ
ム

改
修
で
は
、税
制
改
正
に
と
も
な
う
シ
ス

テ
ム
変
更
に
あ
た
り
改
修
設
計
の
積
算
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
た
。ま
た
、新
規
開
発
で
あ
る
電

子
入
札
シ
ス
テ
ム
は
要
求
書
・
仕
様
書
作

成
の
段
階
か
ら
関
わ
り
、「
現
在
は
シ
ス
テ

ム
開
発
段
階
で
基
本
設
計
を
完
成
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。運
用
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
活
用
を
検
討
中
で
、低
コ
ス
ト
か
つ
安

全
な
運
用
を
計
画
中
」（
担
当
の
村
田
氏
）

と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

発
注
価
格
１１
％
減
の
成
果
 

さ
ら
に
庁
内
活
性
化
も
 

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
、長
野
県

企
画
局
情
報
政
策
課
の
阿
部
精
一
課
長
は
、

「
15
年
度
事
業
の
平
均
で
、当
初
予
定
よ
り

11
％
の
発
注
価
格
減
が
実
現
し
ま
し
た
」

と
評
価
す
る
。と
く
に
積
算
の
場
面
で「
一

律
計
算
で
は
な
く
サ
ン
プ
ル
チ
ェ
ッ
ク
す

る
な
ど
、詳
細
を
見
て
も
ら
っ
た
」（
米
沢

氏
）こ
と
が
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
っ
た

そ
う
だ
。Ｉ
Ｔ
Ｃ
荒
井
氏
は「
既
存
シ
ス
テ

ム
の
改
修
率
に
つ
い
て
も
、す
べ
て
一
律

に
す
る
の
で
は
な
く
、個
別
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
ご
と
に
改
修
が
必
要
な
の
か
ど
う
か
調

査
し
た
。そ
の
結
果
過
大
な
見
積
り
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
」と
い
う
。 

　
さ
ら
に
、効
果
は
数
値
部
分
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。阿
部
課
長
は
、「
I
T
化
の
ち
ょ
っ

と
し
た
問
題
に
も
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ

け
る
と
い
う
実
利
的
な
面
を
は
じ
め
、既

存
の
シ
ス
テ
ム
運
用
で
も
チ
ェ
ッ
ク
を
怠

ら
な
い
I
T
C
の
姿
勢
を
見
る
こ
と
で
、

職
員
の
意
識
改
革
も
で
き
た
と
思
う
」と

指
摘
す
る
。第
三
者
の
客
観
的
な
視
点
が

入
る
こ
と
で
、シ
ス
テ
ム
内
容
に
関
し
て

発
注
者
・
受
注
者
の
相
互
理
解
も
深
ま
っ

た
そ
う
だ
。 

　
平
成
16
年
度
は
5
つ
の
案
件
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。長
野
県
I
T
C
協
議
会
で
は
、

個
々
の
案
件
に
全
力
を
つ
く
す
傍
ら
、県

の
情
報
化
推
進
へ
の
積
極
的
な
提
言
、さ

ら
に
は
県
内
市
町
村
へ
の
展
開
も
行
っ
て

い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。I
T
C
の
中
立

性
を
活
か
し
、よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

ITコーディネータ活用効果 

経費面 経費面 

情報面 情報面 

業務面 業務面 

発注価格が当初予定より 平均11％ 削減 
 

ITに関する小さな相談にも応じてもらえ、
正しい判断が下せる 
 

適切な指導が入るため職員同士では理解
できなかった部分が明確になった 

1度導入したシステムでも継続的にチェッ
クを入れていく必要性など、ITCの動きを
見ることで職員の意識改革ができた 

信頼度が高く、安心して仕事をませること
ができた 

長野県庁におけるITコーディネータへの業務委託 
情報システムの調達（仕様決定から運用まで）をより適正に行うため、 
外部専門家に監理を委託（担当課ごとに） 

外部専門家 
（ITコーディネータ、プロジェクトマネージャ、 
システムアナリスト等） 

評　価 

基本要求書 
作成 

仕様書作成 
設計額積算 入札 システム開発 開発完成 

運用開始 
保守管理 

進捗管理・評価 審査・評価 保守管理・ 
経費評価 

長野県企画局情報政策課課長　
阿部精一氏（写真中央）、主任企画
員米沢義孝氏（写真右）、主任和田
和美氏。和田氏は「ITコーディネータ
はベンダー色がないので中立性が求
められる自治体に合っている」という。 

東
京
都
港
区
が
経
営
者
研
修
会
で
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を
活
用
 

東
京
都
港
区
が
経
営
者
研
修
会
で
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を
活
用
 

長野県プロフィール 
人口：220万人 
面積：13500Km2 
＜長野県庁＞ 
長野市大字南長野字幅下692-2 
電話：026-232-0111  
URL：http://www.pref.nagano.jp/

ITコーディネータ 
紹介 　情報政策課の要請を受け、情報化調達業務

の管理を担当している長野県ITコーディネータ
協議会のメンバー。代表幹事・荒井綏氏（写真
右から2人目）、村田茂之氏（左）、宮下重美氏（左
から2人目）、関信一氏の4名。関氏が担当した
情報政策課の統合型GISでは、「基本要求書
や設計書等のワンポイントアドバイスが中心だが、
GIS関係は不法投棄が通報できるシステムなど
住民にも役立つものになると思う」という。また
宮下氏は「県の限られた経営資源のなかで行
政サービス向上、業務効率化、住民の行政参
画などに向け、情報化を有効に機能させるよう、
戦略化、システム（体系）化、標準化、組織化の
4Sの観点から支援していきたい」とのことだ。 

連絡先 
長野県ITコーディネータ協議会 
http://www.m-shinano.com/itc-
nagano/index.html

　
自
治
体
で
も
経
営
者
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
増
え
て
い
る
が
、東
京
都
港
区
で
は
、２

０
０
４
年
の
５
月
・
６
月
に
経
営
者
を
対
象

に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
た
。 

　
名
称
は「
み
な
と
人
材
育
成
塾
　
後
継
者

育
成
研
修
」。区
内
の
経
営
者
８
名
が
参
加
、

業
務
の
な
い
土
曜
日
の
丸
１
日
を
使
っ
て
、

３
回
に
わ
た
り
経
営
革
新
事
例
の
研
究
や
Ｉ

Ｔ
活
用
の
意
義
を
学
び
つ
つ
、自
社
の
経
営

分
析
を
行
い
情
報
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
行

動
計
画
）を
立
案
す
る
と
い
う
も
の
だ
。 

　
研
修
の
実
行
に
あ
た
り
、港
区
は
Ｉ
Ｔ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
作
成
し
た
教
材
を
利
用
、

数
名
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
用
し
た
。自
治
体
主
催

の
経
営
者
研
修
会
に
こ
の
よ
う
な
形
で
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
関
わ
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
。研
修
当
日
は
教
材
開
発
に
携
わ
っ
た

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
川
内
晟
宏
氏
を
は

じ
め
、数
名
の
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
送

っ
た
。 

　
本
研
修
会
を
企
画
し
た
港
区
区
民
生
活
部

商
工
課
商
工

振
興
係
の
宮

本
裕
介
氏
は

「
最
終
日
に

は
そ
れ
ぞ
れ

の
経
営
者
が

し
っ
か
り
し

た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
出
さ
れ
、一
定
の
成
果
が
出
た

と
思
う
。経
営
を
考
え
る
上
で
Ｉ
Ｔ
は
不
可

欠
。区
職
員
に
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
良
さ
を
知
り
、今
回
、一
緒
に

や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
」と
話
し
て
い
る
。 

　
終
了
後
の
参
加
者
の
反
応
は
、「
経
営
の
見

直
し
を
し
よ
う
と
参
加
し
た
が
、も
や
も
や

し
て
い
た
問
題
点
を
言
葉
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
経
営
戦
略
を
立
て
る
手
法
が
勉
強

に
な
っ
た
。中
味
が
非
常
に
濃
い
」「
他
業
界

の
現
状
を
具
体
的
な
ケ
ー
ス
で
勉
強
で
き
た
」

な
ど
、概
ね
好
評
だ
っ
た
。特
に
経
営
分
析
の

手
法
に
評
価
が
高
く
、Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
を
感
じ
さ
せ
た
。 

港区役所 
港区芝公園1-5-25　 
電話：03-3578-2111

自治体編 
コスト削減や住民サービス向上に、各地域で採用が進む 

ITコーディネータ活用記 ITコーディネータ活用記 
　ITコーディネータの認知度向上に伴い活躍の場は急速に拡大。最近では地方自治体での
活用も進んでいる。長野県では、2003年から情報化調達の監理業務をITコーディネータ
に委託。調達の各プロセスで助言を依頼し、県庁内の情報化を支援している。一方、東京
都港区では、ITコーディネータの「経営とITの両方がわかる」特性に目をつけ、経営者研
修会のアドバイザーに採用。地域企業の経営力強化に向けたサービスを始めた。 


